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衛星リモートセンシング技術を用いた
大規模土砂災害監視手法

 豪雨や地震によって、深層崩壊等の大規模土砂災害が発生している。

 深層崩壊等の発生やそれに伴う二次災害による被害を防止・軽減す
るため、その危険性が高い地域を定常的に監視することで、深層崩壊
等の予兆を把握し、深層崩壊等の発生を迅速に把握する必要がある。

 人工衛星等に搭載された合成開口レーダ（Synthetic Aperture 
Radar :SAR）は、マイクロ波を照射・受信するアクティブセンサであり、
昼夜・天候問わず広域を観測できる利点がある。

 SARを用いて大規模土砂災害を監視するための取り組みを紹介する。

②画像解析等による判読性向上で、短時間で精度良く
崩壊箇所を見つける

 災害リスク監視におけるSAR活用イメージ

RADARSAT-2  Data and Products 
© MacDONALD, DETTWILER AND ASSOCIATES LTD. (2012) - All Rights Reserved

河川・道路データと重畳

画像のカラー化

大規模崩壊の抽出

SAR画像 判読用画像

判読支援システム
で画像等処理
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■実際の斜面変動箇所における検証結果

（ALOS/PALSAR※分解能10mの干渉解析）

 検出確度が高い変動量（衛星視線方向換算）：

35mm～85mm

 検出限界の変動量：最小10mm～15mm程度

 検出限界面積：最小12,500m2程度
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地震前後のSAR画像を用いた土砂災害箇所の抽出（2016/3/7、2016/4/18のカラー合成画像）

■平成28年熊本地震の事例

①干渉解析で捉えられる斜面の変動量・
面積を明らかにする

・判読精度の向上
・見逃しの軽減

判読精度の検証
（平成23年紀伊半島大水害の事例）
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農道の段差（2014/1の状況）

 災害時にＳＡＲを活用し、技術の検証をしながら、ＳＡＲ技術が効果的に活用できる条件を明確にする。
 干渉解析結果をもとに、深層崩壊等に至る蓋然性が高い斜面の評価、および自動抽出に向けた手法の開発。

出典）国土交通省（平成22年8月11日公表）

平成23年紀伊半島台風12号災害
（赤谷地区）

１. 研究の背景・目的

２. 研究内容・成果

３. 今後の取り組み
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①干渉解析技術を用いて、深層崩壊・地す
べりの予兆となる斜面変動を検知

衛星と地表の距離の変化から地表の変位を把握

反射する電波の強さや
偏波情報から土地の被
覆や起伏状況を把握

②偏波画像の判読
により、深層崩壊等
の発生状況を把握

干渉解析結果（2010/07/19～2010/10/19）
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側部斜面が拡大崩壊した箇所
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